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世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦

争の危機をはらみ、誠に憂慮にたえないo
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろ

しさと、被爆者の苦しみを全世界の人々 に訴え
再び広島・長崎の惨禍を繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、い

かなる国のいかなる核兵器に対しても、その廃
絶を求め、ここに平和都市を宣言する。
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ビジネ叉でデイ
水
道
局
で
は
、
、
月
か
ら
水
道

検
針
業
務
を
「
社
団
法
人
我
孫
子

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に

委
託
し
ま
し
た
。

年
度
途
中
の
変
更
は
、
こ
れ
ま

で
の
委
託
会
社
が
法
人
税
法
違
反

で
告
発
き
れ
た
た
め
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
年
齢
者
の
労
働
能
力
の
発
揮
と

社
会
参
加
の
推
進
を
目
的
と
し
た

水
道
検
針
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

蒙奮甕豊がIこ
市
内
で
は
、
毎
年
約
１
０
０
０
人

の
男
性
が
釦
歳
に
な
り
、
定
年
退
職

を
迎
え
ま
す
。
市
は
平
成
９
年
度
に

釦
歳
代
の
男
性
２
０
０
０
人
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

非
営
利
団
体
で
す
。
委
託
費
の
大
部

分
を
占
め
る
人
件
費
が
安
価
で
、
従

来
の
委
託
饗
と
比
較
し
て
年
間
約
２

０
０
０
万
円
が
削
減
で
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
水
道
検
針
業
務
を
請
け
負
っ

た
実
繊
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
研
修
等

を
行
い
、
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

水
道
事
業
は
、
こ
こ
数
年
、
大
口

契
約
者
の
水
需
要
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
給
水
収
益
も
大
変
に
厳
し
い
状

市
民
事
業
を
積
極
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

「市民｡企業･行政との協働のまちづくり」を進めている

我孫子市では､より豊かな地域社会の実現に向けて「コミュ

ニティビジネス・シンポジウム」を開催します。コミュニテ

ィビジネスは､地域に密着した事業を展開して､地域の課題

の解決や生きがいづくり、雇用の確保などにつなげる新たな

スタイルのビジネスです。あなたの知識や経験を、コミュニ

ティビジネスに生かしてみませんか。

１
４
Ｆ
、
１
ｊ
日
田
日
、

■

佗
月
８
日
中
央
学
院
大
学
で
画

そ
の
結
果
で
は
、
退
職
後
に
自
分

の
技
能
や
経
験
を
生
か
し
、
地
域
で

新
し
い
事
業
を
起
こ
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
は
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
サ
ー
ビ
ス
や
物
を
提
供
し
て
得
た

利
益
を
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
安
定
的

な
経
営
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
支
出
の
抑
制
が
必
要

で
す
。

水
道
局
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
徹

底
し
た
経
費
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
水
道
事
業
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

画
水
道
局
経
営
管
理
課
査
７
１

８
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１
０
１
１
１

１
１
１
１
１
１

◎基調講演

｢地域を元気にするｺﾐｭﾆﾃｨ，ピジﾈｽ」

講師細内信孝さん

コミュニティビジネスの提唱者。

1957年生まれ。1980年信ﾘ'l'l大学

を卒業後､大手シンクタンク勤務

などを経て、現在はコミュニティ・

ビジネス・ネットワーク理事長、

埼玉女子短期大学客員教授。
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用
事
業
を
「
市
民
事
塞
と
位
置
付
け
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
も
、
こ
の

市
民
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

今
後
、
「
市
民
事
業
」
を
よ
り
効

果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
異
な
る
技
能
を
持
つ
市
民
の
交
流

の
場
づ
く
り
」
「
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
」
「
事
業
化
に
向
け
た
講
座

の
開
催
」
「
情
報
の
提
供
」
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

一一

くか町
村
合
併
の
特
集
を
４
．
５
面
に

◎事例発表・パネルディスカッション｜

●シニアホーム･･堀井利修さん(株式会社サンフォーレ代表｜

取締役）

･子育て｡保育小谷野公代さん(NPO法人日本子育てアil
ドバイザー協会理事）

●環境･晨業…菅野芳秀さん（レインボープラン推進協議会，｜

企画開発委員長）

●デリバリー・コミュニティカフェ…神宮司真人さん(有限｜

会社い－らいふケア代表取締役）

ﾛｺー享ｲﾈｲﾀー樟登儒さん{NP0ﾆﾐﾕﾆﾃ化｜
ヅﾈｽｻボー ﾄセンター代表理事）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
事
例
発
表
で
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
派
遣
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。日

時
哩
月
８
旦
旦
午
後
１
時
か

ら
５
時

場
所
中
央
学
院
大
学
６
号
館
１
階

６
１
１
小
講
堂
（
駐
車
場
あ
り
）

定
員
当
日
先
着
２
０
０
人

参
加
費
無
料

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
出
演
者

と
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
方
は
当
日
受
付
で
お
申
し

出
く
だ
き
い
（
参
加
識
１
０
０
円
）
。

画
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

８
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
を
，

１
１

霞
－－．三

▼募集キャスト

マーシュ(母白鳥）沼の烏動物､魚､虫たち(多数）

雲 ”
ﾗｲｺｽ(白鳥の燗蕊諦)湖同上）ジェルダー(同上）
パーセル(同上）鳩中シオリ（同上）
子白鳥の友だちA～C小鴨ハル力(同上）

白鳥の仲間たち(多数）鷺山先生(生物探検隊の指導者）
沼の女神 白鳥敦子(陽平の母）
沼の精たち（6人）

艫(伽'細パﾂ幸一：鰡鯉剛紺剛
ウナギのローリー
カラスのボス 吉桐庄三(ー ﾄ屋のおじさん）

カラスAB 散歩の人A～C

カラスたち(多数） 大人A・B

野良犬のノラ子どもたち“大人たち(多数）

市
教
育
委
員
会
の
主
催
で
来
年
８

月
に
公
演
さ
れ
る
、
あ
び
こ
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
北
へ
帰
る
の
を
忘
れ

た
白
鳥
」
の
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
要
項
（
市
役
所
、
教
育
委
員
会
、

ア
ビ
ス
タ
、
湖
北
地
区
公
民
館
、
各

支
所
。
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意
）
を

あなたもﾐｭー ジｶﾙ俳優に
あびこ市民ミュージカル

出演者オーディション

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
平
成
喧
年
１
月
お
旦
土
）
①

午
前
、
時
か
ら
正
午
②
午
後
１
時

か
ら
３
時
③
午
後
３
時
如
分
か
ら

５
時
如
分

場
所
市
民
会
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
、
我
孫
子
市
に
何
ら
か
の
つ
な
が

り
の
あ
る
方

応
募
定
員
各
回
先
着
“
人

審
査
項
目
歌
唱
、
ダ
ン
ス
、
演
技

（
歌
唱
と
ダ
ン
ス
は
パ
ス
も
可
）

審
査
員
演
出
家
、
音
楽
監
督
、
振

付
指
導
者
、
歌
唱
指
導
者
ほ
か

※
適
任
者
が
い
な
い
場
合
は
、
参
加

者
以
外
か
ら
直
接
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
無
料

申
し
込
み
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
要
項

に
添
付
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
平
成
巧
年
１
月
巧
日
ま
で
に

遁
房
方
法
で
申
し
込
み

固
教
育
委
員
会
文
化
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
説
明
会
（
プ

レ
ビ
ュ
ー
）
を
哩
月
８
日
（
且
午
後

２
時
か
ら
湖
北
地
区
公
民
館
で
行
い

ま
す
。

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
公
開
で
行
い

ま
す
の
で
、
見
学
は
自
由
で
す
。

、

－

ひとりが輝 〈。 社会が輝く。男女共同参画都市
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一

市
の
臨
時
職
員
の
採
用
は
、
事
前

に
登
録
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

今
年
住
宅
を
建
築
さ
れ
た
方

平
成
畔
年
中
に
住
宅
を
新
築
・
増

改
築
き
れ
た
方
で
、
課
税
課
が
行
う

家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

住
宅
用
地
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
地
と
し
て
、
固
定
査
産
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

該
当
者
住
宅
が
建
築
き
れ
た
土
地

の
所
堅
信
者

申
告
方
法
申
告
書
（
課
税
課
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
私
道
を
提
供
さ
れ
た
方

土
地
が
私
道
と
し
て
利
用
き
れ
て

い
る
場
合
、
そ
の
幅
員
や
利
用
形
態

に
よ
り
固
定
査
産
税
が
軽
減
き
れ
ま

す
の
で
申
告
を
し
て
く
だ
き
い
。

軽
減
さ
れ
る
私
道
の
要
件

◎
公
道
か
ら
公
道
に
通
り
抜
け
で
き

住
宅
用
地
・
私
道
の
申
告
を

ｒ
Ⅲ
●
１
－
１
－
‐
‐
‐
‐
‐
０
０
１
剛
剛
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
川
Ⅲ
旧
旧
旧
侭
１

市役所臨時職員の

登録を受け付けます

事
務
補
佐
員
の
新
規
登
録
は
２
年

に
１
回
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
務
補
佐
員
を
希
望
す
る
方
で
、

以
前
に
登
録
さ
れ
た
方
も
新
た
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
専
門
職
を
希
望
す
る
方
は
、
追
加

登
録
に
な
り
ま
す
。

職
種
・
勤
務
場
所
等
下
表
参
照

任
用
時
期
登
録
期
間
内
に
必
要
に

応
じ
て
任
用

手
当
等
通
勤
手
当
は
別
途
支
給
、

社
会
保
険
・
有
給
休
暇
あ
り
、
任
用

は
６
カ
月
以
内
（
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を
）

申
し
込
み
申
し
込
み
用
紙
（
総
務

課
、
各
支
所
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
ご
自
分
で
記
入
し
、
上
半
身
無
帽

の
写
真
（
縦
４
ｍ
×
検
３
聖
を
貼

付
し
、
廻
月
２
日
（
月
）
か
ら
週
日

（
金
）
ま
で
に
総
務
課
人
事
担
当
へ
本

人
が
持
参
（
土
・
日
を
除
く
）

固
総
務
課
・
内
線
２
３
２

る
私
道
◎
建
築
基
準
法
に
よ
り
、

公
道
か
ら
後
退
毛
ツ
ト
バ
ッ
ク
）

し
た
土
地
◎
袋
小
路
の
場
合
は
幅

員
が
４
ｍ
以
上
で
、
そ
こ
を
通
ら
な

け
れ
ば
公
道
に
出
ら
れ
な
い
家
屋
が

２
戸
以
上
あ
り
、
通
行
制
限
を
し
て

い
な
い
も
の

該
当
者
現
に
私
道
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者

申
告
方
法
申
告
書
（
課
税
課
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
私
道

の
所
在
と
面
積
の
わ
か
る
書
類
ま
た

は
測
量
図
を
添
付
し
て
提
出

申
告
期
限
い
ず
れ
も
平
成
巧
年
１

月
晦
日
（
水
）

税
額
軽
減
時
期
画
年
度
課
税
分
か

ら申
告
書
提
出
先
。
圖
課
税
課
・
内

線
３
３
９

ぐ
市
役
所
臨
時
職
員
職
種
・
賃
金
等

平
日
、
仕
事
な
ど
で
窓
口
に
来
ら

れ
な
い
方
を
対
象
に
、
市
税
等

（
市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
）
の
納
税
相
談
を
行
い
ま

冒す
当
日
は
、
納
付
も
受
け
付
け
ま
す

要件等職種｜登録有効期限等|賃金(時給)｜勤務場所

られない方平日来 職務(受け付け､書類
確認業務やパソコンの
操作等)に適性があり、
健康で意欲的な方

、－－ 平成15年1月～16年
12月までの間で必要
に応じて任用

市役所

教育委員会等ご利用ください 事務補佐員 830円

L

保健師 1,360円

特別納淵職を行います
専

露門職
市役所
保健センター等

看護師
歯科衛生士

上記に加え資格所有者検診等の際に任用 1,340円
P

1,080円
三

人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
生

活
を
送
る
権
型
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
権
利
が
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
相
手
の
立
場
を
考
え
た
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
人
権
週
間

に
特
設
人
権
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

人
権
週
間
強
調
事
項

＊
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

～
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
～

＊
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

＊
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
、
っ

＊
障
害
の
あ
る
方
の
完
全
参
加
と
平

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
廻
月
畔
日
（
土
）
・
巧
日
（
日
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

場
所
市
役
所
収
税
課

※
当
日
、
市
役
所
は
閉
庁
の
た
め
、

正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

聯
員
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
き
い
差

図
参
照
）
。

画
収
税
課
・
内
線
３
１
１
（
当
日

は
壷
７
１
８
５
１
５
８
４
３
）

合

淵

１
階

地
下

収税課
入口経路
一

惚
月
４
日
か
ら
他
日
ま
で

函
県
道
船
橋
・
我
孫
子
綴

Ｉ
‐
取
手

人
権
週
間

鰯

I
囹！
＝

福

驚Ⅱ
溌
会

Ⅱ
職
員
玄
関
引
刊閏

’
－

鴇手賀瀧水広場布佐

等
を
実
現
し
よ
う

＊
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

＊
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

＊
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

＊
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

平
成
巧
・
妬
年
度
に
市
が
発
注
す

る
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

物
品
購
入
、
委
託
業
務
な
ど
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
き
れ
る
事
業
者

の
方
は
、
次
の
と
お
り
「
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
き
い
・

な
お
、
今
回
の
受
け
付
け
は
隔
年

受
付
の
初
年
度
の
た
め
、
ロ
年
度
に

提
出
さ
れ
た
方
、
中
間
申
請
さ
れ
た

方
も
、
再
度
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

申
請
書
販
売
期
間
巧
年
１
月
、
日

（
金
）
か
ら
１
月
訓
日
（
金
）
〈
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
〉

販
売
場
所
管
財
課
（
市
役
所
本
庁

平
成
ね
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方
、

１

中
間
申
請
さ
れ
た
方
も
新
た
に
申
請
を

ｒ

競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
を

▼市内人権擁護委員

、
１
４
１
１
１
恥
』

２
階
）

販
売
価
格
１
部
１
０
０
０
円
（
消

費
税
を
含
む
）

申
請
方
法
所
定
の
封
筒
に
よ
る
郵

送
で
、
１
月
”
日
か
ら
２
月
科
日

（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
郵
便
局

（
局
留
め
）
へ

資
格
の
有
効
期
限
市
長
が
指
定
す

る
日
か
ら
”
年
３
月
訓
日
。
た
だ
し
、

画
年
度
の
資
格
者
が
決
定
す
る
ま
で

延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

圃
管
財
課
契
約
係
云
７
１
８
６
１

３
０
０
０

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

椎
侵
害
は
や
め
よ
う

＊
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

◎
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま

す
か

◎
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
ま
せ
ん

か特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

柏
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
人
権
週

間
に
ち
な
み
、
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

日
時
哩
月
６
旦
金
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時
（
費
用
無
料
）

場
所
生
活
支
援
課
（
市
役
所
西
別

館
２
階

相
談
内
容
い
じ
め
、
親
子
・
夫

婦
・
扶
養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、

借
地
・
借
家
・
名
誉
・
信
用
・
差
別
・

い
や
が
ら
せ
な
ど
人
権
上
の
問
題
や

悩
み
事
な
ど

相
談
員
人
権
擁
護
委
員
（
表
て
る

子
委
員
、
中
野
て
る
子
委
員
）

画
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

｜
’

〆 、

生鮮食料品･加工食品には

名称や原産地などの表示が義務化
都市計画道路の変更の案の縦覧|瞳ｲｺー電気狗訓⑳完電器に発火の恐れが
都市計画道路3．4．8号湖北駅･北口線の変更の

案を次のとおり縦覧します。

なお､案についてご意見のある方は､意見書を提出

することができます。

縦覧期間12月3日(火)から17日(災)までの午前9時

から午後5時(土曜､日曜日は除く）

縦覧場所千葉県都市部都市政策課‘市都市計画課

意見書の提出方法｡間意見書(縦覧場所に用意）に

住所､氏名､年齢､職業､電話番号を明記し､12月17

日(消印有効)までに〒260-8667(住所省略可)千葉

県都市部都市政策課冠043-223-3376または$〒270‐

1192(住所省略可)市役所都市計画課･内線577へ郵

送または持参

交換を行っています。

今一度お手持ちの充電器

を確認し、次の充電器品番と

製造記号の充電器をお持ちの

方は､申し出窓口にご連絡く

ださい。

◎充電器品番
ES1910

1腋淵CO1ES1810

ES1815

ES1395用充電器RC41

野菜､食肉､魚などの生鮮食料品には名称と

原産地の表示が､力O工食品には名称と原材料名、

内容量､賞味期限､保存方法､製造者の住所・

氏名(輸入品は原産国名）の表示が､農林物資

の規格化及び品質表示の適正化に関する法律

(JAS法)で義務付けられています。

法に違反した業者は､必要に応じて会社名等

を公表し､改善命令に従わない場合､個人は1

年以~ドの懲役または100万円以下の罰金､法人

は1億円以下の罰金が科せられます。

圃独立行政法人農林水産消費技術ｾﾝﾀー 横

浜ｾﾝﾀー窓045-211-1230

◎製造記号

9D，01，02，03，04

申し出窓口フリーダイヤル

(無料)a0120-120壽643(午

前9時から午後5時）〈土曜・

日曜日・祝日を除く〉

圃消防本部予防課窓7185‐

0119 I
一＝一

氏名

表てる子

杉山清吉

中野てる子

天利信司

石川朝夫

電話番号

7185-0396

7188-4656

7182-2309

7185-0185

7189-3253



第1082号(3) おび二12002.12 _一

「
ア
ビ
ス
タ
」
の
こ
け
ら
落
と
し

で
大
好
評
を
博
し
た
薩
摩
琵
琶
が
、

新
春
に
ふ
ざ
わ
し
く
軽
や
か
な
音
色

で
響
き
渡
り
ま
す
。

演
奏
は
、
市
内
在
住
で
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
で
も
活
躍
し
、
オ
ペ
ラ

の
出
演
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演

な
ど
、
そ
の
演
奏
活
動
の
場
を
広
げ

て
い
る
「
坂
田
美
王
さ
ん
で
す
。

今
回
は
、
伝
統
的
な
曲
の
ほ
か
、

市
内
在
住
の
若
手
ピ
ア
ー
ヌ
ト
と
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

新
春
さ
ん
ら
い

ｒ

式
』
つ
孝
一

愚
一

薩
摩
琵
琶
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

てぷいまカレンダーを

無澗で配布

愚
謹熟珍嬉

P

Ｆ
し

幸
ロ

『一一

一
一
一

ず
コ
ン
ザ
Ｉ
卜

、
Ｈ
１
宮
日
、
ト
ー
、

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
で

は
、
２
０
０
３
年
版
「
手
賀
沼
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
次
の
と
お
り
無
料
で
配

布
し
ま
す
。

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
同
協
議

会
の
主
催
に
よ
る
、
手
賀
沼
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
全
応
募
作
品
３
５
７
点

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

配
布
日
時
・
場
所

◎
哩
月
２
日
（
月
）
…
左
表
を
参
照

◎
廻
月
３
日
（
火
）
以
降
…
市
役
所
手

新
年
の
幕
開
け
を
飾
る
温
か
く
心

地
よ
い
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
１
月
娼
日
（
土
）
午
後
１
時
犯

分
開
場
、
２
時
開
演

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

出
演
坂
田
美
子
ざ
ん
（
薩
摩
琵
琶
、

坂
田
梁
山
さ
ん
（
尺
八
）
、
稲
葉
美

和
さ
ん
（
十
七
弦
）
、
飯
村
愛
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）

曲
目
祇
園
精
舎
、
夜
の
ゆ
く
え
、

Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
壱
ア
ノ
と
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
）

▼12月2日の配布場所・時間

場所時間

市役所C会議室8:30

（市民会館隣り） 19:00

根戸近隣センター

久寺家近隣センター

つくし野ｺﾐｭﾆﾃｨー ホール

アビスタ

天王台北近隣ｾﾝﾀー9;00
湖北台市民センター17:00

湖北地区公民館前駐車場

新木近隣センター

布佐南近隣センター

布佐市民センター本館

※時間内でも部数がなくなり次
第終了となります。

吾‘缶

墨

1
入
場
料
１
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）

入
場
券
販
売
所
ブ
ッ
ク
イ

ン
ひ
ら
が
、
荒
井
書
店
、
東

京
事
務
器
、
写
真
の
お
ち
あ

い固
教
青
暴
言
畏
芋
花
課
金

７
１
８
５
１
１
１
５
１

I

今
年
の
冬
休
み
劇
場
は
、
オ
ペ
ラ

シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座
の
「
森
は

生
き
て
い
る
」
を
上
演
し
ま
す
。

前
半
は
笑
い
が
絶
え
ず
、
後
半
は

涙
が
込
み
上
げ
て
く
る
今
回
の
作
品

は
、
テ
ン
ポ
の
良
さ
と
明
る
く
豊
か

な
音
楽
が
光
る
舞
台
で
す
。

一
繩
場
蕊
囎
）
午
後
１
蕊

場
所
市
民
会
館

一
入
場
料
１
０
０
０
円
（
全
席
自
理

※
入
場
券
、
人
分
を
ご
職
入
い
た
だ

賀
沼
課
（
西
別
館
４
階
）
、
午
前
８

時
弛
分
か
ら
午
後
５
時

※
配
布
場
所
に
来
た
方
ひ
と
り
に
つ

き
１
部
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

※
哩
月
３
日
以
降
は
、
前
日
の
配
布

残
数
が
あ
る
場
合
の
み
手
賀
沼
課
で

配
布
し
ま
す
。

※
配
布
場
所
が
昨
年
と
一
部
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
予
約
や
郵
便
に
よ
る
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

固
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
７

ｰ

冬休み劇場

オペラシアターこんにゃく座 0

『森は生きている」 凸

’い
た
団
体
に
は
、
付
添
券
１
人
分
を

お
付
け
し
ま
す
（
取
り
扱
い
は
教
育

委
員
会
で
の
み
）
。

入
場
券
販
売
所
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら

が
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
荒

井
書
店
、
東
京
事
務
器
、
写
真
の
お

ち
あ
い
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
つ
く

し
野
店
、
柏
高
島
屋
友
の
会
、
取
手

と
う
き
ゅ
う
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ

ろ
が
り

画
教
育
委
員
会
文
化
課
云
７
１
８

５
１
１
１
５
１

※
、
人
以
上
の
団
体
は
バ
ス
送
迎
あ

り
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

景
観
賞
は
、
ま
ち
の
景
観
を
引
き

立
て
て
い
る
建
物
や
街
並
み
、
良
好

な
自
然
環
境
を
残
し
て
い
る
場
所
、

そ
の
場
所
を
保
全
す
る
活
動
や
ま
ち

の
景
観
を
良
く
す
る
活
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
を
表
彰
し
、
良
い
景
観
を

つ
〃
、

残
し
、
育
み
、
創
る
た
め
の
賞
で
す
。

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
こ
の
賞

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
哩
人
型
件

の
推
薦
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
景
観
審
議
会
で
公
開
審
査

し
、
次
の
と
お
り
景
観
賞
１
件
、
景

観
奨
励
賞
１
件
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
景
観
賞
．
・
か
じ
池
亭
の
建
物
、
池
、

庭
、
遊
歩
道
〈
日
の
出
）
Ⅱ
下
写
真

第
Ｂ
回
景
観
賞

創
件
の
推
薦
か
ら
２
件
を
決
定

1
巣
箱
を
作
っ
て
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

の
子
育
て
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
庭
先
で
よ
く
見

ほ
お

か
け
る
身
近
な
鳥
で
す
。
白
い
頬
に

黒
い
ベ
レ
ー
帽
、
お
な
か
の
ネ
ク
タ

イ
模
様
が
人
気
の
小
鳥
で
す
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
本
来
、
木
の
洞

に
巣
を
つ
く
る
鳥
で
す
が
、
林
が
少

な
く
な
っ
た
今
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
塀
の
す
き
間
や
庭
先
に
伏
せ
た
鉢
、

郵
便
受
け
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な

場
駈
琶
巣
場
所
に
選
び
ま
す
。
そ
し

建
物
、
池
、
庭
、
遊
歩
道
が
空
間

を
有
効
利
用
し
、
自
然
環
境
を
維
持

し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
場
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

第
伯
回
巣
箱
教
室

～
ご
家
族
で
の
参
加
歓
迎
～

て
、
巣
箱
も
好
ん
で
使
い
ま
す
。

巣
箱
教
室
で
は
、
巣
箱
を
作
る
だ

け
で
な
く
、
巣
箱
の
か
け
方
や
観
察

の
コ
ツ
、
巣
箱
の
手
入
れ
方
法
な
ど

も
学
び
ま
す
。

ご
家
族
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
廻
月
瞬
旦
土
）
午
後
１
時
如

分
か
ら
４
時

場
所
烏
の
博
物
館

対
象
。
定
員
市
内
在
住
の
小
学
３

年
生
以
上
の
方
、
人
（
小
学
２
年
生

◎
景
観
奨
励
賞
．
・
・
世
界
で
一
番
小
さ

な
蝶
ち
よ
園
ｌ
あ
お
む
し
君
の
お
う

ち
（
寿
２
丁
目
）
Ⅱ
右
写
真

も
え
聖
。

家
は
蝶
の
餌
で
あ
る
食
草
と
蜜
源

の
花
に
囲
ま
れ
、
出
窓
で
蝶
を
飼
育

す
る
な
ど
心
和
む
活
動
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

※
哩
月
６
日
か
ら
四
日
ま
で
景
観
賞

の
写
真
を
ア
ビ
ス
タ
に
展
示
し
ま
す
。

画
都
市
計
画
課
・
内
線
５
７
８

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持
参
か
な
づ
ち
、
プ
ラ
ス
の

ド
ラ
イ
バ
ー
、
キ
リ
、
軍
手
、

巣
箱
を
持
ち
帰
る
大
き
め
な
袋

愛
用
６
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
。
固
電
話
で
鳥
の

博
物
館
壷
７
１
８
５
１
２
２
１

２
へ

１
１
１１

〆 、

I
一

防災行政無線の時報
(チャイム放送）の
時間を変更

年末年始の糖別雲戒取り締まり 谷津ミュージアムで草刈りを
していただける方を募集します12月10日から1月3日

警察では、12月10日(災)がらら乗らない､乗るなら飲まない」

1月3日(金)まで｢年末年始特空き巣°車上狙いにご注意を

別警揃覗り締り」を実施し、パ外出の時はしっかりカギをか

トロールや交通取り締まりを強けて､隣にも一声かけてお出か

化します。けを。

また､我孫子市胴8協議会と車には貴重品を置かないよう

連携し、市内一斉防犯パトローにしましょう。カギのかけ忘れ

ルも行います。にもご注意を。

飲酒運転はやめましょう 圃我孫子警察署盆7182-01
お酒を飲んで運転すると重大10､我孫子市防犯協議会狂71

な事故につながります｡徹んだ84-8190

防災行政無線の時報時間を､来年1

月1日から変更します。

2月から9月までは午後5時に放送。

日没時間が早い10月から1月までは、

午後4時30分に放送します。

毎日放送している時報は､防災無線

の点検を兼ねています。また､子ども

たちの帰宅時間の目安にもなっていま

す｡皆さんのご理解をお願いします。

間市民活動支援課内線217

市は､谷津ミュージアムづ

くりを市民の皆さんと協働で

取り組んでいます。

岡発戸･郡部の谷津には、

水田や湿地などさまざまな生

き物を育む水辺がありますが、

近年手入れが行き届かなくな

り､良好な水辺環境が失われ

つつあります。

そこで､今回は湿地の回復

に向けた草ﾒIりを行います。

日時｡集合場所12月7日(土）
午前10時から正午､中央学院
高校正門前(荒天中止）

持参あれば鎌(がま）など
申し込み。闇電話で手賀沼
課･内線464へ

※開催の有無は､当日の午前
8時からﾃﾚﾎﾝサービスa

7185-5000ｺード番号850で（」 ’｣Ｌ
‐ ソ＝二

霊
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村合併考 町
■
ｎ
ｌ
ノえてみ

－
１

●
■
Ｕ
Ｖ
Ｏ

、

２
市
１
町
で
合
併
し
た
と
き
の
市
を
薪
匝
と
し
、
そ
の
予
算
と
我
孫
子

市
単
独
の
予
算
（
平
成
科
年
度
）
を
比
較
し
ま
し
た
。

市
民
１
人
あ
た
り
の
予
算
と
負
担
す
る
人
件
費
は
、
研
究
会
の
報
告
書
の
数

値
を
用
い
、
そ
の
他
は
各
市
町
の
予
算
を
基
に
市
で
試
算
し
ま
し
た
。
差
圭

我孫子市と「新市」の財政比較 市
町
村
合
併
に
つ
い
て
尋
広
報
あ
び
こ
７
月
拓
日
号
と
洞
月
１

日
号
で
特
集
を
組
み
、
合
併
す
る
場
合
の
手
続
き
、
市
の
取
り
組

み
、
他
市
町
と
の
制
度
や
財
政
な
ど
の
比
較
、
「
柏
市
・
我
孫
子

市
・
沼
南
町
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
の
報
告
書
の
概
要
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
合
併
し
た
場
合
と
我
孫
子
市
が

独
自
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
た
場
合
の
財
政
の
比
較
や
、
我
孫
子

市
の
独
自
制
度
の
継
承
の
検
討
、
事
務
事
業
現
況
調
査
の
概
要
な

ど
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一 言

財新
■：我孫子市■：新市

市民1人あたりが負担する人件費(円） 』
市民1人あたりの予算（円）

L１
１

ロ001

’ 政市

比と

I

’|’
１
１

’ 「..､一一 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

20,00040,00060,00080,000

◎新市の議員定数の上限は56人で、
31人減になります。市長など特
別職は8人減､一般職職員は112
人減が想定され、1人当たりの
負担が軽減されます

100,000200,000300,000

．中核市になることによる地方交
付税の増額と、柏市の財政力が
強いため、予算が増え財政力が
強化されます

』
１
１
Ｉ 較の

可戸
一

』

市民1人あたりの

財政調整某金（円）
自主財源比率（％）乃

I’ 」
鋸
一
錘
Ｉ|■ 用冒室の解 兎

二
二
回

I

20406 0 8 0

※自主財源比率は、歳入に占める
地方税、使用料。手数料などの、
市が自主的に確保できる財源の
割合です。財政基盤の安定性、
行政活動の自立性を判断する指

標となり、割合が高いほど望ま

しいとされています

◎沼南町の比率が低いため、下が
ります

－

2,0004,0006,0008,000

※財政調整基金は、年度間の財源
の不均衡を調整するために設け

られる、市の貯金です

◎柏市、沼南町の基金が少ないた
め、減額になります

業に関する事項

･公共的施設の統合整備に関する事項

･新市の財政計画

政令指定都市

都道府県並みの権限が移讓されます。

市内をいくつかの行政区に分け、各区に

区役所を置きます。区長は行政職員で、

区議会はありません｡要件は､人口70万

人以上です。

中核市

衛生や都市計画など一部の事務権限が

移譲され､保健所を独自に設置すること

になります。広域性の強い事務は都道府

県に残し、政令指定都市のような行政区

の設置はできません｡要件は、人口30万

人以上で、↑00ki以上です｡人口50万人

以上の場合は、面積要件はありません。

我孫子､柏、沼南の2市1町で合併した

場合は､人口50万人以上となり、要件を

満たします。

法定合併協議会

合併しようとする市町村は、まちの将

来像となる新市建設計画の作成や財政の

見通し、合併後のサービスや公共料金水

準などの検討調整を行う場として、法定

合併協議会を設置します。委員には、議

会の議員、市町村長､市町村職員、学識

経験者などが充てられます。なお、法定

合併協議会の設置には、関係市町村議会

の議決が必要です。

新市建設計画

合併後のまちづくりのビジョンとなる

計画です。この計画は、法定合併協議会

で策定されます。また､‘この計画をもと

に、国・県からのさまざまな財政措置が

講じられることになっています。

新市建設計画に盛り込む事項は、おお

むね次の事項です。

･新市のまちづくりの墓本方針

・新市のまちづくりの根幹となるべき事

市民1人あたりの借金：

地方債現在高（円）
市民1人あたりの

債務負担行為未払額（円）

" _|l1|’174,424

293,135
’
1 89,955

11－1

100,000200,000300,000

※地方債は、一時に多額の経費を
必要とする事業の財源に充てる
ために借り入れるお金で、いわ

ゆる地方自治体の借金です

◎県内の市の平均は268,121円(12
年度)。市民1人あたりの借金が、
柏市は我孫子市の2倍近くある
ため、増額になります

20,00040,00060,00080,000

※債務負担行為は、数年度にわた
る建設工事等、将来的な財政支
出の約束を予算に定めておくも
のです

◎柏市の未払額が多いために増額
になります

－

一
日
時
哩
月
如
日
（
金
）
午
後
１
時
、

。
分
か
ら
３
時
輻
分

一
場
所
松
戸
市
民
劇
場
（
松
戸
駅
西

口
ロ
下
車
権
峰
歩
５
分
）

悪
の
蕊
蓬
鑪

一
講
演
②
事
ぴ
心
を
は
ぐ
く
む
に
は
」

ロ
定
員
３
０
０
人
（
応
募
者
多
識
の

東
葛
飾
地
区
政
治
学
級

．
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
学
ぼ
う

I． ■■I■■■■■■■■■■■■■■■瞳■I■■■■■■■■■■■■-■■l■-1■■■■】-■■■■■■■■Q■■■■■

一
日
本
語
教
室

，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
養
成
講
座

場
合
は
抽
選
）

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
画
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ａ
）
が
開
講
す
る
「
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
教
室
」
の
識
師
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
師
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
平
成
巧
年
２
月
８
日

か
ら
猫
年
３
月
中
旬
ま
で
の
月
２
回

土
曜
日
午
前
中
（
１
回
２
時
間
程
度
）
、

市
民
会
館
ほ
か
（
全
酔
回
・
８
月
と

年
末
年
始
は
休
講
）

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
参
照

資
格
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
る

べ
く
受
講
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

あびこ電脳考古|専物館が開館
これまでの発掘調査によって出土した貴重な遺

物を市民の皆さんに知ってもらうために、インタ

ーネット上で考古博物館を開設しました。

市内には200カ所以上の遺跡があり、多くの遺

物が出土しています。しかし、常設の展示施設は

市民会館の考古展示室だけで､その多くは皆さん

の目にふれる機会がありませんでした。

電脳考古博物館には、100点以上の出土品の写

真や最新発掘情報などを掲載しています。
ぜひ､ご覧ください。

URLhttp://www.bird-mus.abiko.chiba.

lp/kouko/koukoindexhtm

圃教育委員会文化課公7185-1151

キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
（
郵
便
番
号
）
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
「
政
治
学
級
希

望
」
を
明
記
し
、
廻
月
、
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
１
１
８
５
６

Ｏ
松
戸
市
小
根
本
７
県
東
葛
飾
支
庁

総
務
課
企
画
調
整
班
垂
０
４
７
１
３

６
１
１
２
１
７
５
皿
０
４
７
１
３
６

７
１
４
３
４
８
へ

主
催
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
、

千
葉
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

※
手
話
通
訳
あ
り

を
務
め
て
い
た
だ
け
る
方

定
員
犯
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

受
講
料
１
万
６
２
５
０
円
（
副
教

材
費
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
し
込
み
・
固
募
集
要
項
〈
ア
ビ

ス
タ
お
よ
び
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
事
務
局
（
市

民
プ
ラ
ザ
内
）
に
用
意
〉
に
従
っ
て
、

返
月
晦
日
（
必
着
）
ま
で
に
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ａ
事
務
局
壷
７
１
８
３
１
１
２
３
１

へ
（
木
曜
日
を
除
く
）

※
募
集
要
項
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
請
求

可
。
皀
冨
◎
君
。
ョ
・
冒
昌
の
・
二
①
、
弓
へ

句

76j648

F 砺珊

8,025

5,97911

｜ ’
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各
市
町
で
は
、
地
域
の
特
性
や
規

模
な
ど
に
応
じ
て
、
特
色
あ
る
制
度

や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
市
独
自
に
行
っ
て
い
る
制

度
等
が
、
新
市
に
継
承
さ
れ
る
可
能

性
を
検
討
し
ま
し
た
。
（
下
表
）

こ
の
ほ
か
、
２
市
１
町
を
数
字
で

比
較
で
き
る
も
の
（
税
額
水
道
料

金
、
手
数
料
、
人
口
構
成
等
）
を
グ

ラ
フ
で
お
知
ら
せ
Ｌ
ま
す
。
差
團

－．‐‐‐--1111■l■｢~－－‐－‐－‐

2市1町の比較■:我孫子市：柏市■:沼南町(単位:円）
個人市民税の均等割額事業所税 ,,市独自の制度が､Lh

l新市へ継承される，
「

し､､～可能性二』

人口30万人以上の柏市だけが課税できます。
賀産割…1,000㎡を超える床面種の家屋
で事業を行う法人・個人に課税。床面積
1ITfにつき600円（年額）
従業者割…100人を超える従業者数で事
業を行う法人・個人に課税。税率は従業
者給与総額の100分のO.25%
新増設…2,OOOnfを超える事業所用家屋
を新・増築した法人・個人に課税。床面
積1㎡につき6,000円

介 護 保 険料基準額

■■■smgOo－可’
32,620

1－‐諏狗2Op'_~_

10,00020,00030,00040,000

粗大ごみ回収1点あたり処理手数料（税別）

’
1,0002,00Q__32000

恰胴§と人日捌50万人以上にな”で均顎灘3000円{こなります）

上水道使用料金（税別）
ｰ

。
I

崖
a8SQ
…

3餅650 ’ 継承の可能性
△…他市にはないユニー
クな制度であり、新市の
判断が必要

△..､社会福祉協議会との
連携は県内でも例がない
ため、新市の判断が必要

我孫子市独自の制度や事業

市単独補助金の公募と市民による審査…前例や既得権にとら
われず、補助金を交付する制度で、その審査は市民・学識経
験者による検討委員会で実施

ボランティア・市民活動サポートセンター…市民・企業・行
政との協働のまちづくりを推進するため、サポートセンター
を設置して市民活動を支援。運営は市民、社会福祉協議会、
市が共同で実施

保育園の待機児童ゼロ…保育園整備計画により定員増を図り
待機児童「ゼロ」を実現

病児保育…病気回復期で集団保育が困難な乳幼児を、病院と
連携して専門の場所で保育

学童保育…小学校13校すべてに市立の学童保育室があり、待
機児童「ゼロ」を実現。必要に応じ小学校4～6年生も受け入
れ、夜7時まで保育

男女共同参画都市宣言…平成13年6月に県下初の宣言。積極
的な取り組みを推進

痴ほう性高齢者に対する介護認定…コンピュータによる一次
判定の介護度が低くでる傾向のため、独自指針を設けて、審
査会による二次判定で是正

介護保険サービス利用への助成…在宅サービスが利用限度額
を超えた場合、全額自己負担でなく2分の1を助成

1,0002,0003,0004,000

※使用水量20rTi、口径20mmの場合

下水道使用料金（税別）

一
一i 醗

呼

■
■ 垂ご’

1．000250500ア50

※汚水排除量10nうまで 5 001,0001,500

事業系ごみの処理手数料（税別）家庭系ごみの処理手数料（税別） ×…柏市に待機児童が多
く、すぐに実現は困難

○…継承できる

×."新市全体をすぐに我
孫子市のレベルにするの
は困難

○･･･継承できる

△…我孫子市独自の指針
であり、新市の判断が必
要

△…全国的にも例の少な
い制度であるため、新市
の判断が必要

△保健師や助産師の対
応がむずかしいため、新
市の判断が必要

○…継承できる

｜

’

｜
I

｜

’
－
０

０配
一
種
面

180

l■
50100 15020050100150200

※10kgあたりの金額※10kgあたしﾉの金額

2市1町の人口構成比較(平成12年国勢調査をもとに作成）
■■：我孫子市三目柏市■■：沼南町

上
４
４
４
４
４
４
４
４

以
８
７
６
５
４
３
２
１
４

歳
ト
ト
卜
ト
ト
ト
卜
ト
ト

”
８
７
６
５
４
３
２
１

|｢』雪
(男性）

一
一
一
一
一
口
↑
一
声
一
一
一
声
一
一
一

１

１

１

１

Ｊ

［

１

１

‐ ママヘルプサービス･･･家事・育児の支援を必要とする産後4
週間以内の母親に、ママヘルパーを派遣。必要に応じて保健
師や助産師が訪問

市民手づくり公園事業…街区公園を対象に、地域住民が自ら
設計して行う公園作り活動を推進

手賀沼沿い斜面林保全事業…良好な手賀沼の自然環境の保全
をめざして条例を制定。特に重要な保全特別樹林は地権者と
10年間の保全契約を結び、維持が困難なときは市に買取りの
申し出が可

太陽光発電システム設置助成･･環境への負荷の低減とエネル
ギーの有効活用の促進のため、設置費の一部を助成

住民による近隣センターの自主的な管理運営…地域の活動の
拠点施設である近隣センターを地域住民で組織する「まちづ
くり協議会」が自聿運営・管理

NPO法人の法人市民税均等割免除…NPO法人市民税均等
割（5万円）は、収益事業を行っても免除

ひとり暮らしの高齢者へのごみ出し支援ふれあい収集･･ごみ
等を集積所まで持っていくことが困難なひとり暮らしの高齢
者などに「声掛け」による安否の確認を行いながら、玄関先
から戸別に収集

|＋
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○…継承できる
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｜
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05,00010,00015,00015,00010,0005,0000

○…継承できる
〆

全
国
の
市
町
村
の
約
半
分
は
人

口
－
万
人
以
下
で
す
。
地
方
の
小

さ
な
町
村
は
自
主
財
源
が
、
％
に

満
た
な
い
所
も
あ
り
（
我
孫
子
市

の
自
主
財
源
比
率
は
釘
％
）
、
合

併
し
か
選
択
の
余
地
が
な
い
町
村

も
確
か
に
あ
り
ま
す
。

幸
い
首
都
圏
で
人
口
、
万
人
以

上
の
我
孫
子
市
は
、
合
併
し
な
け

れ
ば
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
状
況
に
は

な
く
（
た
だ
し
改
革
を
怠
れ
ば
、

合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
危
険
は

あ
り
ま
す
）
、
よ
り
良
く
な
る
の

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
選
択
が
出
来

る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

２
市
１
町
の
合
併
に
よ
る
新
し

い
市
（
以
下
新
亜
と
我
孫
子
市

合
併
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
方

市
長
褐
鵬
州
浩
瀞
″

口

△…柏市は、市職員が管
理、運営しているため、
新市の判断が必要

△…税にかかわる制度の
ため、新市の判断が必要

△…収集体制の整備は簡
単ではなく、新市の判断
が必要

の
将
来
像
を
比
べ
て
み
る
と
、
手
賀

沼
を
喬
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

基
本
的
な
視
点
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

市
の
予
算
は
新
市
の
方
が
強
化
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
市
民
一
人
当
た

り
の
市
俵
〈
借
金
〉
は
大
幅
に
増
え

ま
す
。
爵
政
比
較
を
参
照
）

医
療
の
広
域
連
携
な
ど
は
、
合
併

に
よ
っ
て
強
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
、
我
孫
子
市
が
行
っ
て
き
た
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
で
の

特
色
あ
る
施
策
は
、
新
市
に
引
き
継

げ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

合
併
に
よ
っ
て
、
特
例
債
や
交
付

税
な
ど
、
国
か
ら
優
遇
措
置
を
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
常
磐
新
線
（
つ
く
ば

ば
く
だ
い

エ
ク
ス
プ
レ
ろ
関
連
へ
の
莫
大
な

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

宋
年
１
月
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る

３
０
０
０
人
の
市
民
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
市
政
ふ
れ

あ
い
懇
談
会
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
法
定

合
併
協
議
会
設
置
の
議
案
を
来
年
３

月
の
議
会
へ
提
案
す
る
か
ど
う
か
判

断
を
し
て
い
き
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
町
村
合
併
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
、
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
合
併
に

対
す
る
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
き
い
。

ご
意
見
は
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
２
７
０
１
１
１
９
２

（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
企
画
調
整

担
当
皿
７
１
８
３
１
０
０
６
６
Ｅ
メ

ー
ル
頤
津
ロ
ロ
９
．
ｓ
ご
・
』
亘
云
。
。

○
毒
一
彦
酉
。
一
つ
へ

固
企
画
調
整
担
当
・
内
線
２
２
５

千
葉
の
そ
ら
み
ん
な
の
力
で
さ
わ
や
か
に

一
窒
素
酸
化
物
の
排
出
抑
制
に
ご
協
力
を

一
千
葉
県
で
は
、
平
成
巧
年
１
月
訓
ゞ
＊
公
共
交
通
機
関
の
利
用
…
マ
イ
カ

ー
加
塁
蕊
掌
灘
斯
灘
籍
要
や
バ
ス
を
利

口
フ
レ
ー
ズ
に
、
冬
期
に
お
け
る
窒
素
＊
エ
夫
次
第
で
車
は
減
ら
せ
ま
す
…

一
酸
化
物
排
出
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
乗
り
は
不
経
済
な
う
え
、
交
通

口
車
は
、
仕
事
や
生
活
に
欠
か
す
こ
量
を
増
や
し
ま
す
。
車
の
共
同
利
用

一
と
が
で
き
な
い
便
利
な
乗
り
物
で
す
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

ロ
が
、
空
気
を
汚
す
大
き
な
原
因
の
ひ
＊
空
に
や
さ
し
い
車
の
乗
り
方
…
不

一
と
つ
で
あ
る
Ｎ
○
Ｘ
（
窒
奉
癖
》
化
物
）
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
控
え
ま
し

ロ
の
約
半
分
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
ょ
う

一
特
に
冬
は
、
歳
末
で
交
通
鐘
が
増
＊
低
公
害
車
の
使
用
…
車
を
買
い
換

・
え
る
う
え
、
上
空
の
暖
気
と
地
表
の
え
る
際
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
車
を

一
諦
雪
詑
睡
弔
唾
奇
恥
塞
迦
嬬
騨
奉
控
錘
瞬
霊
穀
即
停
よ
る
部
屋
の
暖
め
す

一
耀
葬
蕊
Ⅱ
年
で
最
も
大
気
が
ぎ
も
、
大
気
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。

暖
房
器
具
は
適
切
な
温
度
で
使
用
し

一
皆
蕎
廉
誌
朧
群
ふ
し
謙
譲
患
…

投
資
が
、
新
市
の
最
大
の
事
業
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
合
併
し
た
場

合
、
我
孫
子
市
独
自
の
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
ど
ち
ら
か
が
市
民
生
活
に
と
っ

て
明
ら
か
に
有
利
と
は
断
定
で
き
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
を
選
択
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活

か
す
こ
と
が
大
切
で
し
よ
》
孔

し
か
し
あ
え
て
言
え
ば
、
市
民
と

行
政
が
顔
の
見
え
る
関
係
で
い
ろ
い

さ
ま
ざ
童

ろ
議
論
し
な
が
ら
、
行
政
と
様
々
な

市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民

事
業
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
に
は
、
、
万
人
か
ら
喧
万
人

ぐ
ら
い
ま
で
の
人
口
規
模
が
適
切
だ

と
思
い
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
こ

う
し
た
市
長
（
行
政
）
と
市
民
の

距
離
が
近
い
ま
ち
づ
く
り
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

た
だ
し
、
合
併
問
題
は
、
私
や

議
会
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く

主
権
者
で
あ
る
市
民
に
問
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
手
紙
や
メ
ー
ル
、

市
民
と
の
懇
談
会
、
市
民
の
意
向

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
法
定
合
併

協
議
会
の
設
腫
の
是
非
を
判
断
し
、

も
し
最
終
的
に
合
併
に
向
か
う
と

き
に
は
、
住
民
投
票
を
実
施
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
松
戸
市
な
ど
を
加
え
た

東
葛
６
市
２
町
に
よ
る
政
令
指
定

都
市
（
県
並
み
の
権
限
を
持
ち
、

区
制
度
で
我
孫
子
区
を
透
け
る
）

を
め
ざ
し
た
合
併
の
検
討
は
、
今

回
の
２
市
１
町
の
合
併
問
題
の
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
、
続
け

て
い
き
ま
す
。

〃

－ ー

望
塔

■■ロ，

(女性）

－司
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日
哩
月
畔
旦
土
肩
時
開
旗

所
市
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）

に
ゅ
う
い

出
・
曲
目
＊
乳
井
祐
子
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）
…
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
ほ

か
＊
鈴
木
陽
子
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ

た
な
は
し
み
さ
と

ン
）
、
棚
橋
美
里
ざ
ん
（
ピ
ア
ノ
伴

奏
）
：
・
愛
の
喜
び
（
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
）

ほ
か
＊
笹
本
推
嘩
美
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
…
エ
ル
・
ア
ル
バ
イ
シ
ン
（
ア

ル
ベ
ニ
ス
）
ほ
か

対
先
着
１
２
０
人

間
教
育
委
員
会
文
化
課
容
７
１
８

５
１
１
１
５
１

村
上
輝
久
＆
有
森
博

レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

曰
１
月
哩
日
（
日
）
畔
時
開
演

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
音
楽
史
と
ピ
ア
ノ
の
仕
組
み
に

つ
い
て
の
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト

出
村
癖
響
ん
（
§
Ｋ
ヲ

ロ
ジ
エ
ク
ト
Ｘ
」
に
出
演
）
、
有
森

博
さ
ん

費
１
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は

７
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
。
問
ミ
リ
オ
ン

楽
器
我
孫
子
店
壷
７
１
８
５
１
０
３

１
１第

”
回
フ
ロ
ン
テ
ア

ニ
ユ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

臼
。
所
１
月
四
日
（
旦
晦
時
釦
分

開
演
、
柏
市
民
文
化
会
館
（
無
料
）

出
指
揮
…
小
韓
鐙
鐸
ざ
ん
、
管
弦

楽
…
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

日
…
日
時
、
所
：
．
場
所
、

１
１
．祷

識
、
ろ
ぽ

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
壷
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
灘
興
浮
シ
靹
塘
熊

み
ま
せ
ん
か
轤
蝋
蕊
蝶
撰
癖

昌
詞
細
面
コ
ヨ
割
引
副
ン
割
記
洲
吋
調
（
新
世
界
よ
り
）

申
ニ
ユ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

日
哩
月
岼
旦
土
房
時
開
演
務
局
垂
７
１
３
３
１
６
６
６
６

日
廻
月
墾
日
（
土
活
時
開
演
ス
ラ
エ
ル
の
子
ど
も
た
ち
の
出
会
い
問
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷
７
１
８

所
ア
ビ
ス
タ
を
描
い
た
作
品
（
文
部
科
学
省
推
建
２
１
０
５
１
１

出
・
曲
目
＊
松
橘
桂
子
ざ
ん
（
お
対
先
着
３
０
０
人

話
）
：
砿
饗
と
蓑
子
と
」
“
蜜
５
０
０
円
晉
券
あ
り
）
参
加
し
て

》
罰
雲
ノ
鰹
蕊
奉
口
蕊
鰻
鑿
羅
み
ま
せ
ん
か

さ
ね
」
「
雌
ら
れ
て
」
「
白
月
」
１
５
０
１
３
１
８
７
７
１

・
週
５
日
制
事
業
子
ど
も
エ
作

一
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
を
つ
く
ろ
う

「
椰
子
の
実
」
「
荒
城
の
月
」
ほ
か
ホ
ッ
ト
蹄
Ｗ
恥
吻
ス
会
日
・
所
①
廻
月
７
日
湖
北
地
区
公

対
先
着
１
５
０
人
（
全
席
自
由
）

費
２
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
日
哩
月
７
日
王
）
受
付
唱
時
如
分
、
民
館
②
哩
月
叫
日
ア
ビ
ス
タ
い
ず

１
０
０
０
円
）
粋
時
～
妬
時
れ
も
土
曜
日
９
時
犯
分
～
ｎ
時
”
分

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
白
樺
教
育
所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
木
を
削
っ
て
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

館
容
四
７
１
８
２
１
７
８
５
３

内
バ
ン
ド
演
奏
、
ク
イ
ズ
、
レ
ク
の
像
を
つ
く
る

肉
筆
浮
世
絵
名
品
展
到
ェ
山
峰
腹
に
叶
蜘
率
か
レ
ゼ
ン
ト
人
、
②
充
人

対
小
学
生
、
い
ず
れ
も
先
着
①
酔

日
哩
月
６
日
釜
）
～
ｍ
日
灸
而
付
き
）
持
絵
の
具
、
ぞ
う
き
ん
、
筆
記
用

時
～
四
時
（
入
場
は
鱈
時
犯
分
ま
で
）
問
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
具
、
ご
み
袋

所
柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
謹
島
８
５
１
５
２
３
３

賛
１
０
０
円
（
材
料
饗
）

屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ル
８
階
）

内
江
戸
時
代
初
期
か
ら
明
治
時
代
や
さ
い
の
朝
市
「
い
っ
ぽ
」
申
電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷

７
１
８
２
１
０
５
１
１

麺
期
華
賑
柵
蝋
》
鯏
雌
側
緋
細
裡
も
葬
唖
恥
旧
叶
砲
旧
副
》
聖
融
言
注
連
飾
り
講
習
会

生
以
下
は
１
０
０
円
）
実
施
）
日
。
所
廻
月
幻
日
（
土
遍
時
～
喧

問
（
財
）
寺
島
文
化
会
館
念
７
１
６
所
泉
１
号
公
園
近
く
菓
廻
番
）
時
知
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

間
泉
商
店
会
・
渡
辺
垂
７
１
８
４
対
先
着
犯
人

７
１
６
１
５
３

あ
び
こ
雑
学
ね
っ
と
Ｉ
１
８
７
４

費
１
０
０
０
円
（
材
料
饗
）

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
第
３
回
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
〆
飾
り
を
創
ろ
う
会

し
め
つ
く

日
哩
月
空
日
（
日
両
時
～
逗
時
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
●
ｍ
県
民
プ
ラ
ザ
申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

所
市
民
プ
ラ
ザ
曰
。
所
廻
月
８
旦
日
而
時
～
焔
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し

出
内
田
愛
ざ
ん
、
向
典
子
ざ
ん
・
・
・
時
、
ざ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
哩
月
ｎ
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒

内
…
内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
…
対
象
．
定
員
、
持
…
持
参
、
費
用
・
・
費
、
申
・
・
．

柳
兼
子
を
た
た
え
て

お
話
と
歌
曲
の
夕
べ

ピ
ア
ノ

曲
目
月
の
光
、
幻
想
即
興
曲
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
６
つ
の
小
品
か
ら
、
バ
レ

エ
音
楽
「
ぐ
る
み
わ
り
人
形
」
（
ピ

ア
ノ
連
弾
）
ほ
か

費
前
売
券
７
０
０
円
、
当
日
券
８

０
０
円
、
親
子
券
１
３
０
０
円

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
哩
月
、
日
ま
で
内
田
査
圃
７
１
３

９
’
１
８
８
５
９
Ｅ
メ
ー
ル
ョ
奇
き
ぎ

◎
岩
。
ョ
・
言
ョ
２
話
●
毛

ド
キ
ー
圭
李
』
切
刃
壁
画
上
映

日
・
所
哩
月
８
日
（
且
旧
時
、
石

時
釦
分
（
２
回
上
映
）
、
ア
ビ
ス
タ

内
紛
争
の
続
く
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ

ス
ラ
エ
ル
の
子
ど
も
た
ち
の
出
会
い

を
描
い
た
作
品
（
文
部
科
学
省
推
遮

対
先
着
３
０
０
人

蟹
５
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）

申
電
話
で
プ
ロ
ミ
ス
・
フ
イ
ル
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
我
孫
子
垂
０
８
０

１
５
０
１
３
１
８
７
７
１

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
体
験

展
示
・
発
表
ほ
か

費
無
料

間
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
普

及
課
垂
７
１
４
０
１
８
６
１
４

日
・
所
・
学
校
名
①
廻
月
８
日

（
且
～
率
日
（
木
）
湖
北
地
区
公
民
館

…
湖
北
台
西
小
学
校
②
１
月
８
日

（
水
）
～
配
日
（
且
湖
北
地
区
公
民
館

：
・
湖
北
台
東
小
学
校
③
１
月
喧
日

（
水
）
～
麺
日
（
日
）
ア
ビ
ス
タ
…
我
孫

子
第
一
小
学
校
、
我
孫
子
第
二
小
学

校費
無
料

問
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷
７
１
８

２
１
０
５
１
１

小
学
生
絵
画
作
品
展
示

三
好
智
子
垂
７
１
８
５
１
３
１
０
０

銀
粘
土
で
作
る

純
銀
の
ベ
ン
ダ
ン
ト
講
習
会

日
廻
月
応
日
（
月
）
唱
時
犯
分
～
嘔

時所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

房

対
先
着
和
人

エ

費
２
０
０
０
円
（
材
料
喪
）

》
‐
鳩
か
歸
騨
珍
緯
階
剛

持
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
水
入
れ

れ

１
５
１
４

兎
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
｛
曇
篁
ふ

日
胃
旨
、
昔
い
ず
れ
も
土
の

曜
日
喝
時
～
ね
時

月

所
井
手
口
ホ
ー
ル

今
室

対
各
回
先
着
暉
人

教

持
ダ
ン
ス
用
靴
（
紳
士
靴
も
可
）
レノ

費
１
回
１
０
０
０
円
クイ

申
電
話
で
我
孫
子
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

サ

、
タ
ン
ゴ
研
究
会
・
渡
辺
霊
０
４
７
１
リ

４
５
１
１
６
６
７
８
（
９
時
～
口
睦

◎

申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
臺
、

日
・
所
廻
月
空
日
（
日
）
、
さ
わ
や

か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対
４
５
０
人

内
県
内
の
高
校
生
バ
ン
ド
が
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

問
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

事
業
課
云
７
１
４
０
１
８
６
１
５

日
哩
月
、
１
月
の
第
２
．
４
日
曜

日
①
、
時
～
哩
時
②
喝
時
～
巧
時

所
柴
崎
自
治
会
館
（
天
王
台
駅
下

車
徒
歩
、
分
・
柴
崎
神
社
奥
別
棟
）

持
書
道
用
具
、
ぞ
う
き
ん

費
１
回
５
０
０
円
（
材
料
饗
）

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
２
７
０
１

１
１
４
４
束
我
孫
子
２
の
哩
の
哩

２
７
０
１
１
１
２
２
中
里
釦
の
３
湖

北
支
所
２
階
湖
北
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
壷
７
１
８
７
１
２
５
５
１

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ニ
ザ
謡
座

高
種
生
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か
き
ぞ
め
教
室

今月の相談 ※(予)は予約制です。
内容日時｜場所問い合わせ

法律相訓予)鯛1捌繩噺市驫異感室秘書課
※予約は、12月2日(月)8時30分から電話で秘書課へ。

|税務相談(予)’20（金）10:00～15:001収税課|収税課
|※予約は、12月16日(月)8時30分から電話で収税課へ。
人権相談6（金）10:00～15:00西別館2階面談室生活支援課
行政相談11（水）10:00～12:00市民相談室秘書課

不動産相談13（金）10:00～15:00市民相談室建築指導課
住宅相談13（金）10:00～15:00消費生活センター
交通事故相談(予）9（月）10:00～15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予）5（木）13:30～15:30福祉総合榊淡室福祉総合相談室
酒害相談6（金）13:30～15:00

市民相談室
（本庁2階）

法律相談(予） 秘書課教 室名｜開催日時｜定員|参加費｜持参するもの･備考｜

晨誉評…,'5日(木)10:00-12:3015人'300円|なし ’
問
…
問
い
合
わ
せ
、
・
主
：
．
主
催
。
共
催

｜

’

(ｸﾘｽﾏｽﾄﾅｶｲ,｜
糸のこ教室A

5日(木)10:00-12:30 300円5人 なし

闇500円，
'5人|300円’
'5人'300円’
''0人''00円’
'7人'700円’
'7人'300円’

’
1m四方のやわらかな木
綿の古布､ハサミ

6日(金)09;30～12:00
013:00～15:30

回
人

各
６|裂き織り教室

牛乳パックで
ハガキ作り教室

500円

’
バスタオルまたは､タ
オル2枚7日(土)10:00-12:00 5人 300円

建築指導課傘の布(傘からはずし洗
った物)､裁縫道具昼食

5人 300円(傘の布で買い物袋）
子どもIﾉｻｨｸﾙｪ作鱸 小学生対象/ハサミ

のり
10人 100円(ﾗｯ芯でﾐﾆ門松作り） 福祉総合相談室

エプロン､トールペイン
ト用丸筆･平筆各2本

保健センター700円7人 3．10°17(火）
9:00～9:50受付

4カ月児相談
保健センター

30cm四方の配色の合う

布2枚、16cmのファス
ナー、裁縫道具、昼食

18（水）9:15～10:00受付アビスタ
26(木)13:00～14:00受付
26(木)13:00～14:00受付
2(月)16(月)14:00～16:00柏保健所
6.13.20.27(金)14:00～16:00

婦人科･･･10日(火),内科…17日(火）
6（金）10:00～11:15つつじ荘

13（金）10:00～11:15西部福祉センター

育児相談

未熟児等発達相談(予）
療育 相 談

アルコール悩みごと相談

心の健康相談

女性クリニック相談(予）

7人 300円

柏保健所
柏保催所なし300円5人 TEL

7167-1255
IロI

申し込み電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに､ふれあい工房運営協議
会恋7186-5500へ（いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合は必
ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催日前日にご連絡ください）食

◎リサイクルアドバイザー

＊木工アドバイザー…休館日を除く毎日10時～17時
＊家具リフォーム・リペアー相談･毎週日曜日13時～16時
＊おもちゃの病院･毎週日曜日13時～17時
＊おしゃれアドバイザ－．．．5週目を除く毎週水．木曜日10時～15時 ノ

タ

つつじ荘
西締祉ｾﾝﾀー

健康相談

10．24(火）
10:30～16:00

健康生きがい

づくり相談(予） 社会福祉協議会 社会福祉
協議会

TEL

7184-1539

期
一
期
一
蠅
祁

|）

|）

|）
(日）

９
－
９
’
９
｜
加

５
５
５
４

１
１
１
１

一
一
一
一

０
０
０
０

０
０
０
０

001

001保健センター

淵社会福祉協議会
心配ごと相談

社会福祉協議会
結婚相 談
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０
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４
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日
・
所
哩
月
晒
日
（
月
）
、
時
犯
分

～
畔
時

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
先
着
、
人

持
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

費
２
５
０
０
円

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
哩
月
巧
日

ま
で
に
諏
訪
垂
四
７
１
８
４
１
０
１

９
１

ク
リ
ス
マ
ス
と

お
正
月
料
理
を
作
濁
会

日
・
集
合
場
所
皿
月
３
日
（
火
）
９

時
”
分
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口
改
札
出

口
（
改
札
を
出
た
と
こ
ろ
）

費
無
料

間
市
民
が
つ
く
る
図
書
館
の
会
・

石
田
垂
７
１
８
４
１
９
６
０
１

※
遅
れ
た
場
合
は
直
接
図
書
館
へ
。

国
立

日
廻
月
四
日
（
木
）
９
時
釦
分
～
廻

時所
つ
ば
め
共
同
保
育
園

内
子
育
て
相
談
、
リ
ズ
ム
運
動
、

ど
ろ
ん
こ
遊
び

対
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
親

費
大
人
５
０
０
円
（
給
食
あ
り
）

持
着
替
え

申
電
話
で
つ
ば
め
共
同
保
育
園
垂

７
１
８
７
１
５
０
０
５

ー

親
子
で
遊
ぼ
う
会

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

国
際
子
ど
も
図
書
館
見
学
会

こ
じ
ま
た
い
し

小
嶋
太
志
ち
ゃ
ん

（
天
王
台
。
１
歳
３
カ
月
）

国
会
図
書
館

■
■
ｑ
１
‐
Ⅲ
１
１
１
‐
ｌ
‐
ｈ
Ⅱ
川
止
旧
帳
仏
１
１
’
皿
副
皿
■
画
面
Ｌ
■
■
■
画
■
配
口
■
■
。

』
や
か
ち
や
ん

日
・
所
廻
月
率
日
（
祝
）
９
時
受
け

付
け
、
市
民
体
育
館

種
目
一
般
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
・

ダ
ブ
ル
ス

費
シ
ン
グ
ル
ス
…
６
０
０
円
（
市

内
小
・
中
学
生
２
０
０
円
）
、
ダ
ブ

ル
ス
．
：
１
組
１
２
０
０
円
（
市
内

小
・
中
学
生
４
０
０
円
）

申
ハ
ガ
キ
に
（
ダ
ブ
ル
ス
は
２
人
）

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
団

体
名
、
大
会
名
、
種
目
を
明
記
し
、

哩
月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
６
４
つ
く
し
野
３
の
５
の

１
０
３
吉
田
常
子
壷
７
１
８
２
１
６

９
７
４

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
９
回
年
代
別
大
会
．

日
・
所
哩
月
”
一
日
（
日
）
８
時
如
分

受
け
付
け
、
市
民
体
育
館

種
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
（
い
ず
れ
も
一
般
、
犯
代
、
和
代
、

釦
代
・
各
年
代
と
も
オ
ー
プ
ン
）

費
１
人
１
２
０
０
円
（
高
校
生
以

下
は
６
０
０
円
）

申
ハ
ガ
キ
に
２
人
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
種
目
を
明
記
し
、

廻
月
哩
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
１
１
１
４
３
天
王
台
５
の
遍
の
２

の
３
０
８
高
崎
喜
紀
云
７
１
３
９
１

２
０
７
７

第
率
相
峨
漁
岑
輪
舞
大
会

（
布
佐
。
１
歳
５
カ
月
）

お
お
た
か
わ
か
な

大
高
和
奏
ち
ゃ
ん

丁

Ｉ
１

１
１」ｌ

０
１
ｒ
巴 1－

ぼ
し
ゅ
う

対
県
内
在
住
の
昭
和
昭
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
習
の

成
果
を
地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
、

社
会
参
加
に
意
欲
の
あ
る
方

所
東
葛
飾
学
園
（
松
戸
市
・
流
山

市
）
京
葉
学
園
（
千
葉
市
）

科
目
・
定
員
◎
一
般
課
程
（
福
祉

科
、
生
活
科
、
園
芸
科
、
陶
芸
科
）

：
・
合
計
８
５
０
人
◎
通
信
課
程
．
：

５
０
０
人

授
業
料
◎
一
般
課
程
年
額
１
万
８

０
０
０
円
◎
通
信
課
程
年
額
４
０

０
０
円

入
学
案
内
配
布
場
所
県
生
涯
大
学

校
事
務
局
、
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者

福
祉
課
、
県
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉

課
、
市
役
所
介
護
支
援
課

※
案
内
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
（
１
４

０
円
切
手
を
張
り
あ
て
先
を
明
記
）

を
同
封
し
、
同
大
学
校
事
務
局
へ

申
哩
月
幻
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
２
６
０
１
０
８
０
１
千
葉
市
中

央
区
仁
戸
名
町
６
６
６
の
２
千
葉
県

生
涯
大
学
校
事
務
局
垂
０
４
３
１
２

６
６
１
４
７
０
５
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
（
持
参
の
場
合
、
土
、
日
、
祝
日

は
除
く
）

’

1

’
対
如
歳
～
釦
歳
く
ら
い
の
方
、
１

人
（
資
格
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
）

勤
務
内
容
知
的
障
害
者
の
食
事
介

助
な
ど
の
生
活
全
般
の
支
援

勤
務
場
所
み
ど
り
園

匡烈届く瞳い み
ど
り
園
臨
時
生
活
指
導
補
助
員

千
葉
県
生
涯
大
学
校
学
生

’
ｌ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
、
１
１
■
１
４

Ｊ

｜’

ファクスガイド
ファクス握剰帳

TEL7183-600011
ー

日
・
所
哩
月
四
日
（
木
遍
時
犯
分

～
喧
時
妬
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

内
専
門
の
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

申
電
話
で
介
護
支
援
課
壷
７
１
８

６
１
１
４
１
１
字
約
遡

平
成
卿
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会

は
廻
月
２
日
に
開
会
さ
れ
、
一
般
質

問
は
廻
月
９
日
（
月
）
か
ら
ｎ
日
（
水
）

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

問
議
会
事
務
局
・
内
線
２
６
０

市
議
会
定
例
会

勤
務
時
間
月
曜
日
～
日
腿
日
の
３

交
替
制
（
７
時
～
喧
時
如
分
、
ｎ
時

媚
分
～
加
時
喧
分
、
嘔
時
釦
分
～
亜

時
犯
分
）
の
週
５
日

賃
金
時
給
９
８
０
円
（
通
勤
手
当

は
別
途
支
給
）

選
考
方
法
面
接

応
募
期
限
哩
月
、
日
（
火
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

み
ど
り
園
云
７
１
８
７
１
０
５
１
１

（
月
曜
日
～
金
曜
日
９
時
～
”
時
）

日
。
所
廻
月
哩
日
（
木
逼
時
～
喧

時
知
分
、
プ
ラ
ザ
ヘ
イ
ア
ン
柏

対
平
成
巧
年
３
月
高
等
学
校
卒
業

予
定
の
方

内
若
年
労
働
力
の
確
保
と
育
成
の

た
め
の
説
明
会

間
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
求
人
部
門

密
０
４
７
１
３
６
７
１
８
６
０
９
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
野
田
職
業
紹
介
部
門

霊
７
１
２
４
１
４
１
８
１

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
一

日
１
月
嘔
日
（
土
汚
時
～

高
卒
者
就
職
面
接
会

痴
唇
っ
に
関
す
る
医
療
相
談
一

お
し
ら
せ

I

閲
間
閻
凹
旧
’

所
船
橋
市
中
央
公
民
館

対
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、

管
理
業
者
先
着
２
０
０
人

賛
無
料

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
廻
月
５
日

か
ら
「
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
」
垂

０
４
３
１
２
２
３
１
３
２
６
５
画
０

４
３
’
１
２
２
１
１
６
４
０
１

佐
渡
裕
＆
シ
エ
ナ
・

ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

曰
廻
月
哩
旦
木
禧
時
”
分
開
演

所
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課

題
曲
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
佐
渡
裕
の
ト

ー
ク
と
音
楽
、
ガ
ー
シ
ユ
イ
ン
「
パ

リ
の
ア
メ
リ
カ
人
」
ほ
か

費
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、
Ａ
席
５
０

０
０
円
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円
（
全
席

指
定
）
未
就
学
児
は
不
可

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
柏
市
文
化

課
チ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
へ
霊
画
７
１
６

７
１
５
７
８
５
（
フ
ァ
ク
ス
は
型
時

間
受
け
付
け
、
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

問
柏
市
文
化
課
霊
７
１
６
７
１
１

４
９
４

内く所所日
、Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

日
１
月
麺
日
（
日
）
畔
時
開
演

休
日
納
税
窓
口
を
開
設

柏
雨 廻

月
過
日
（
且
９
時
～
”
時

各
支
庁
税
務
課
、
各
県
税
事
務

自
動
車
税
事
務
所
（
支
所
を
除

県
税
の
収
納
、
納
税
相
談

薑

日
廻
月
７
日
（
土
）
８
時
～
９
時

所
鎌
ケ
谷
市
役
所
駐
車
場

内
毎
週
土
曜
日
に
開
か
れ
て
い
る

朝
市
の
感
謝
祭
、
地
元
野
菜
を
使
つ

Ｊ
ｂ
よ
っ

た
具
だ
く
ざ
ん
の
「
餅
入
り
鎌
ケ
谷

辻
を
先
着
３
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト問
鎌
ケ
谷
市
朝
市
組
合
事
務
局
垂

０
４
７
１
４
４
３
１
４
０
１
０

所
櫻
の
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

内
ア
コ
ー
ス
テ
イ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、

ピ
ア
ノ
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

使
用
し
た
バ
ン
ド
演
奏
、
ピ
ア
ノ
弾

き
語
り
、
ギ
タ
ー
ソ
ロ
、
コ
ー
ラ
ス

な
ど
の
手
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト

出
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
○
ｕ
ｔ

ｌ
Ｏ
ｗ
、
Ｈ
ｌ
ｏ
Ｎ
Ｅ
、
怪
調
バ
ン

ド
、
Ｓ
Ｈ
○
Ｕ
Ｇ
Ｏ
、
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ

ｅ
ｒ
Ｏ
、
プ
リ
ズ
ム

費
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
野
田
市
文
化
会

館
、
樺
の
ホ
ー
ル
３
階
総
合
カ
ウ
ン

タ
ー
、
ジ
ヤ
ス
コ
ノ
ア
ー
階
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ほ
か

問
野
田
市
文
化
会
館
壷
７
１
２
４

１
１
５
５
５

日
廻
月
四
日
（
木
）
哩
時
～
旭
時

所
千
葉
県
弁
護
士
会
（
松
戸
市
松

こ
ち

戸
１
３
３
６
東
風
園
ビ
ル
３
階
）

内
法
廷
の
傍
聴
、
傍
聴
後
の
解
説

対
先
着
お
人
（
無
料
）

申
電
話
で
哩
月
４
日
、
時
か
ら
千

葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
垂
０
４
７

１
３
６
６
１
６
６
１
１

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
柏
堤
税
務
所
容
７
１
４
７
１
１

２
３
１法

廷
傍
聴

毎
通
重
刀
写
晶
訴

朝
市
感
謝
祭

《
云

図書館だより
市民図書館TEL7184-1110
湖北台分館TEL7187-3055
布佐分館TEL7189-1311
移動図書館TEL7187-0909

今月の日程
(荒天中止）|| 移動図書館そよかぜ号民プラザギャラリー市民 入場無料

曜日日場所

水4塁蕊?亘芸：
18柴崎4号公園

木,5薑鬘菱鱸

▼おはなし会

ミツフイータイム(対象：1歳～3歳児）
時間

13:20～13:50

一

催し名・問い合わせ 日時

11月30日(土)~12月4日
(水)10:00～18:00(4日
は15時30髄で）

４
．
幅

14:10～14:40

15:00～16:00

水第16回我孫子市絵画展
旬

鈴木TEL7182-0900
バーバタイム(対象：4歳～9歳児） 13:20～13:50５

．
伯

木 14:10～14:40
12月6日(金)~10日（火）
10:00～18:00(6日は
13時30帥ら､10日は
17時まで）

第5回パッチワークキルト

沙羅作品展

丹羽TEL7184-9165

天王台東児童公園15:00～16:00
－

根戸近隣センター13:20～13:50
－

久寺家あけぼの公園14:15～14:45
つくし野4号公園東側ｽﾛー面0尺ｲ6:m
ｹﾝﾀｯｷーﾌﾗｲドﾁｷﾝ駐車場~而扉汚茄
台田池尻公園~1EF而r
刎こｼｮｯピﾝﾗザ前広場~両扉而5

－

白山中学校裏門入口15:20～16:00

1市民会館裏舞台搬入口14:00~14:30
1つくし野4号公園東側入口15:00~16:00

６
．
釦

金

▼ミニギャラリー

12月14日(土)~18日（水）
10:00～18:00(18日は
17購で）

’

第11回玄翠会書展

足立TEL7184-9638

１
５

ニ
イ
Ⅱ
８
●
（
咽
〆
」

14:00～15:00水
－

Ｉ
■
■
■
■
Ｕ
■
ｆ
‘
ｌ
■
■
■
０

狸
・
配

木’

’
第1回アートステンシル

展示会

今野TEL7183-7698 ’
12月2旧(土)~25日（水）
10:00～17:00

|金’
佃
。
”

金

テレホンガイド
便利帳

『EL71,鯛-5006

場所

市民図書館

日時

12日｡26日(木)10:40~11:00

内容

手あそび､絵本の読み聞かせほか

場所

市民図書館

湖北台分館

布佐分館

日時

5日｡19日(木）

13日(金）

12日｡26日(木）

16:00～16:30

内容

素話､絵本の読み聞かせほか

場所

湖北台分館

布佐分館

作品。作者

｢ゆくとしくるとし」折り紙色紙5点
(高垣多与子、中村美佐）

鮴障諸離ｾﾝﾀー 書齪(上崎噸剛散､鯛ﾐｴ子､餅｛
軒‘辛'||職ｲ囎歸､仙三則､憾鵬､榊端､月証僅、
軸端､儲くに､覗溌､平石雛､細瀦､剛雌）

展示期間

12月1旧（水）
1

1月12日旧）
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■
■
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■
■
■
画
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

妊
娠
中
の
歯
科
術
生
や
赤
ち
ゃ
ん

の
歯
を
丈
夫
に
育
て
る
た
め
の
お
話

を
し
ま
す
。
（
参
加
無
料
）

日
時
廻
月
⑲
旦
木
）
午
後
１
時
犯

分
か
ら
３
時

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
水
田
勝
歯
科
医
師
（
我
孫
子

市
歯
科
医
師
会
）

対
象
妊
娠
き
れ
た
方

定
員
先
着
弧
人

申
し
込
み
・
固
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
壷
７
１
８
７
１
１
１
３
１
へ

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
を
考
え
る
集
い

～
お
酒
っ
て
い
い
も
の
？
悪
い
も
の
？
～

酒
は
、
昔
か
ら
「
百
薬
の
長
」

「
人
間
関
係
の
潤
滑
油
」
と
し
て
社

妊
婦
の
た
め
の
歯
科
講
演
会

第
麺
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
が
、

ｎ
月
魑
日
に
明
治
神
宮
野
球
場
で
行

わ
れ
、
中
央
学
院
大
学
が
嘔
年
ぶ
り

２
度
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

明
治
神
宮
野
球
大
会
に
出
場

建健
康
と
祷
祉

中
央
学
院
大
学
惜
し
く
も
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

一
ｒ
ｂ

ｐ
ｆ
Ｉ
ｊ

Ｐ
と
響
砕
ざ
”
寡＝

あ
び

h

l

q‐_．‐I

会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
若
い
方
や
主
婦
、

定
年
退
職
後
の
方
の
間
で
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
で
苦
し
ん
で
い
る
方
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
お
酒
と
の
付
き
合

い
方
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
廻
月
岼
旦
士
）
午
後

Ｊ
時
受
け
付
け
、
午
後
１
時
犯
分
か

ら
４
時
、
市
民
会
館
（
参
加
無
料
）

内
容
寸
劇
：
・
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ト
ウ
ハ
ー
ト
講
演
。
：
「
ア
ル
コ
ー

ル
専
門
病
院
で
相
談
を
受
け
る
立
場

か
ら
」
講
師
…
岡
崎
直
人
ざ
ん
（
国

立
療
養
所
久
里
浜
病
院
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）
体
験
談
：
．
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
～
本
人
の
話

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

固
福
祉
総
合
相
談
室
垂
７
１
８
５

１
１
６
３
１

こ
れ
ま
で
地
区
予
選
リ
ー
グ
戦
で

は
、
２
位
ま
で
は
い
く
も
の
の
、
あ

と
一
歩
で
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
涙
を
飲
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
悔
し
き

を
バ
ネ
に
猛
練
習
を
積
ん
で
つ
か
ん

だ
神
宮
へ
の
切
掩

試
合
は
、
大
阪
体
育
大
学
と
対
戦

し
、
３
回
ま
で
に
３
点
を
許
す
も
の

の
逆
転
し
て
は
追
い
つ
か
れ
、
ま
た

逆
転
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
。
９
回
裏

に
３
点
を
失
い
、
哩
対
畔
の
サ
ヨ
ナ

ラ
負
け
と
な
り
ま
し
た
。

野
球
部
員
は
宮
の
大
会
で
確
か

↓
」

あ
れ

b

７
Ｉ
Ｌ
Ｃ
｜
く
ｌ
｝
’
ノ
ー
、
Ｌ
４
配
三
胴
・
》

帷
我
孫
子
駅
南
口
広
場
に
パ
ン
ジ
ー
ｓ
ｏ
株
を
櫃
栽

云
で
確
か
し
た
。

花
を
通
じ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を

叩
歳
か
ら
釦
歳
の
方

成
人
歯
科
健
診
は
お
済
み
で
す
か

平
成
畔
年
度
中
に
犯
歳
か
ら
釦
歳

に
な
る
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
成

人
歯
科
健
康
診
査
は
、
哩
月
中
で
終

了
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１
１

１
３
１
へ
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

ホ
ー
キ
ン
グ
青
山
さ
ん

障
害
箸
週
間
記
念
ト
ー
ク
シ
ヨ
ー

日
時
哩
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
か

ら
４
時
如
分

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
采
の
笙

内
容
ビ
デ
オ
「
街
に
暮
ら
す
」
の

上
映
、
ホ
ー
キ
ン
グ
青
山
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
（
午
後
３
時
か
ら
）

※
手
話
通
訳
あ
り

定
員
先
着
２
０
０
人

費
用
無
料

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

固
生
活
支
援
課
・
内
線
３
８
４

な
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

負
け
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
が

あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
」
「
今
後
は
ひ
と
り
ひ

と
り
が
ざ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

し
て
、
こ
の
大
会
で
勝
て
る
チ
ー
ム

を
め
ざ
し
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

§
Ｉ

日
時
・
場
所
哩
月
砕
日
（
土
）
午
後

１
時
か
ら
４
時
、
船
橋
市
東
部
公
民

館
（
参
加
無
料
）

内
容
○
ス
ト
ー
マ
別
個
別
相
談
会

相
談
員
・
・
・
品
田
ひ
と
み
さ
ん
（
専
門

看
護
師
）
、
大
塚
真
由
美
ざ
ん
（
専

門
看
護
魎
○
ス
ト
ー
マ
別
と
補
装

具
展
示
相
談

対
象
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ

我
孫
子
駅
南
口
の
駅
前
広
場
内
に
、

ｎ
月
３
日
、
市
民
団
体
な
ど
が
１
３

０
株
の
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
ま
し
た
。

花
植
え
を
行
っ
た
の
は
、
花
か
ご

会
舞
蕊
季
毒
芙
婁

加
し
、
午
前
、
時
か
ら
約
１
時
間
で
、

樹
木
の
回
り
に
色
と
り
ど
り
の
花
の

柏保健所の年末年始の業務案内
12月28日(土)から1月5日(日)まで閉庁です｡検査等の
年末最後､年始最初の受付日は次のとおりです。

「
障
害
者
週
間
」
記
念
行
事

オ
ス
ト
〉
《
イ
ト
社
会
適
応
訓
鐸
誇
雪
会

12月’1月

一
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
一

4日（水）
結果は11日(水）

一般健康相談

（予約制）

事業所検診

（予約制）
18日（水）
結果は1月8日伽 8日(水）

19日（木）
結果は26日(木）

必須項目 9日(木）
水質検査

(予約制） 10日（火）
結果は24日(火）

輪
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
）
。

花
か
ご
会
は
、
我
孫
子
駅
南
口
の

駅
前
広
場
内
で
花
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。
花

壇
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を

目
的
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催

し
て
い
る
「
花
と
緑
の
講
座
」
受
講

生
の
有
志
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。

ま
た
、
郵
便
局
の
労
働
組
合
で
あ

る
全
逓
我
孫
子
支
部
は
、
地
域
活
動

の
一
環
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

花
か
ご
会
代
表
の
佐
藤
節
子
さ
ん

は
、
「
我
孫
子
駅
は
市
の
顔
。
花
を

通
じ
て
駅
前
が
明
る
く
な
り
、
ま
た

社
会
福
祉
施
設
等
に
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、
各
施
設
の
聯
員

に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
哩
月
岼
旦
士
）
午
後

０
時
如
分
か
ら
３
時
犯
分
、
幕
張
メ

の
家
族
、
医
療
関
係
者

画
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
壷
０
４

７
１
４
５
２
１
６
４
３
３
（
月
・

火
・
金
曜
日
の
み
）

と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
や
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
」

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
、
ち
ぱ

全項目 14日(火）

19日（木）
結果は26日(木）

腸内細菌検査 6日(月）
■
仏

17日（火）
結果は1月7日“

エイズ相談･検査 7日(火）

9日（木）
揃9時-1崎

26日（木）
午前9時-10時

保健所
飼えなくなった
犬･猫の引き取り 26日（木）

午前9時-正午
動物愛護
センター

6日(月）

資
格
・
定
員
高
等
学
校
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
方
、
知
人

出
願
期
間
哩
月
”
日
（
火
）
か
ら
平

成
巧
年
１
月
喧
日
（
水
）

試
験
日
一
次
試
験
．
：
１
月
迦
日

（
火
）
、
二
次
試
験
。
：
１
月
聖
日
（
木
）

試
験
科
目
国
語
Ｉ
Ⅱ
、
英
語

Ｉ
．
Ⅱ
、
選
択
科
目
（
生
物
Ｉ
Ｂ
・

数
学
Ｉ
か
ら
一
科
目
選
択
）

資
料
請
求
封
筒
に
５
０
０
円
分
の

切
手
、
ま
た
は
小
為
替
を
同
封
し
、

〒
２
８
６
１
８
５
２
３
成
田
市
飯
田

町
卯
の
１
成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学

校
へ

固
同
校
垂
０
４
７
６
１
空
１
２
３

１
１
（
内
線
７
３
８
１
）

ツ
セ
国
際
会
議
場
（
参
加
無
料
）

圏
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
垂

０
４
３
１
２
４
８
１
１
２
９
４

日鰯,日に病気｡鱸になったら◎心の健康に関する教室福祉総合相談室TEL7185-1631
赤
十
字
看
護
学
生
を
募
集

休日診療所へ
▼休日診療所案内図

国道356号

瞬
戸
，

や

休日診療所蓑三J円保健ｾﾝﾀー画．一一・一一三一一且.一一一

I

◎健康づくりうんどう教室
保健センターTEL7187-1131薊雁渡所裂

ま
し
ん

麻
疹
は
昔
か
ら
〃
は
し
か
〃
と
呼

だ
れ

ば
れ
て
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
熱
と

発
疹
の
で
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
で
す
。

病
気
と
し
て
誰
で
も
知
っ
て
い
る

た
め
に
、
一
般
的
な
病
気
と
し
て
軽

く
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
は
多
く
の
問
題

を
引
き
お
こ
す
病
気
で
あ
る
こ
と
は
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

涜
禁
で
て
、
強
準
寮
で

る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
が
、

重
い
肺
炎
や
中
耳
炎
を
高
率
に
合
併

し
ま
す
。
特
に
肺
炎
は
重
症
例
も
少

な
く
な
く
、
致
死
的
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。日

本
は
先
進
国
の
中
で
、
麻
疹
の

患
者
が
一
番
多
く
、
国
際
的
な
保
健

機
構
の
中
で
、
大
き
な
問
題
に
な
っ

健
康
メ
モ
③

診療科目内科。小児科。歯科

受付時間…午前9時から11時30分
午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参健康保険証と診療費

TEL7187-7020(診療時間内のみ）

12月の二次救急病院(休日｡夜間当番病院）

|｢~目｜病院名｜電話’
1．31日|平和台病院7189-1111
8．23日|我孫子聖仁会病院7188-3111
115.30日|我孫子つくし野病院'7184-2211
122日|我孫子東邦病院'7182.81661
129日|ｱビｺ外科整形外科病院'7184-73211

1夜間に急病のときは’

◎各種健診と健康教室保健センター

麻
疹
一
は
し
か
一

｜項目1期日｜対象’

しあわせ学級6日､13日、 妊娠20週～27週
の方（3日目は

(ﾏﾀﾆﾃｨｸﾗｽ）20日 両親、家族）

妊娠20週～27週
の方（3日目は
両親、家族）

13年5月生まれ

12年4月生まれ

しあわせ学級

(ﾏﾀﾆﾃｨｸﾗｽ）
6日､13日、

20日
て
い
る
の
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
わ
が
国
で
は
死
亡
例

も
多
く
、
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
釦
～
帥
人
の
子
ど
も
を
中
心

と
し
た
方
々
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
し
て
十
数
年
た
っ
て

か
ら
発
症
す
る
脳
炎
も
あ
り
ま
す
。

成
人
麻
疹
が
急
速
に
増
え
て
い
る
の

も
社
会
的
問
題
と
し
て
重
要
で
す
。

た
だ
、
麻
疹
に
は
効
果
の
高
い
ワ

ク
チ
ン
が
あ
り
、
安
全
性
も
非
常
に

保
た
れ
て
い
ま
す
。
１
歳
を
過
ぎ
た

ら
早
め
に
麻
疹
の
ワ
ク
チ
ン
を
す
ま

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う

ワ
ク
チ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
麻
疹

か
ら
子
ど
も
を
守
る
最
大
の
武
器
で

あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

圖
我
孫
子
市
医
師
会
壷
７
１
８
８

１
５
５
２
５I 1歳6力朋催歸査 5日､12日

2歳8力朋齢腱診 19日

'3歳児健康診査 5日､12日

離乳食教室
（要予約）

乳児のいる母親
（先着30人）

19日

2日、9日､16日

13:00-13:303il
テ
サ

ン
ス

ホ
ビ

レ
ー 肩こり｡腰痛教室 肩こり｡腰痛の方TEL7187-1141

厩鍵この広報紙は100％再生紙。大豆インクを使用しています

名称

心の健康
クラブ

デイケア。
クラブ
アルコール

家族教室

日時

16日(月)14:00-16:00

25日(水)10:00-11:30

13日(金)13:30-15:00

場所

保健センター

アビスタ

保健センター

日時

1旧(水)1（

18日(水)1（

20日(金)1（

00-1

)0-11

)0-11

00

]0

〕0

1場 所

布佐南公園(賑I捌会場）

洲始中舩圓(献I制会場）

天王台西公園(雨天中止）


